







Measurement of facial morphology to determine occlusal vertical dimension
―Application of digital camera to the measurement of facial morphology―
YUSUKE NAKATSUKA KOZABURO HASHII HIDEYUKI KOIKE
































































































































































































(paired t- test， p< 0.01) . また， 写真撮影の値
からバイトゲージの値を予測する回帰直線を求め
ると， バイトゲージの値= O. 766 x写真撮影の値




































































な値を示し， さらに， 前者の距離については， 写
真撮影を用いた場合の方が， 垂直的に計測が行わ
れる分だけ， 小さめに計測される傾向にあること
が判明した. さらに， 抜歯前， あるいは旧義歯の
装着された顔貌の写真撮影をあらかじめ行ってお
くことで， その値から実測値であるバイトゲージ
の値を回帰直線により予測することが可能であ
り， 写真撮影法の臨床応用の可能性が示唆され
た.
今後， 女性被験者を用いたデータを追加し，
データの信頼性をさらに向上させる予定である.
結 論
デジタルカメラを用いた顔面の写真撮影技術
松本歯学　33（2）2007
が，咬合高径決定時における顔面計測法へ適用可
能かどうかについて検討を行った結果，以下のよ
うな結論を得た．
1．フランクフルト平面を基準面とした写真撮影
　による顔面計測では，瞳孔から口裂までの距離
　と鼻下点からオトガイ底までの距離は，Willis
　法に基づく値とは異なり後者の距離が小さな値
　をとる傾向にあった．この傾向は，バイトゲー
　ジによる顔面計測においても同様であった．
2．鼻下点からオトガイ底までの距離について
　は，写真撮影による計測値の方がバイトゲージ
　による計測値よりも小さな値をとる傾向にあっ
　たが，写真撮影の値からバイトゲージの値を回
帰直線により予測することが可能であり，写真
　撮影法の臨床応用の可能性が示唆された．
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